
１ 行田市の医療機関数 

                 人口 10 万人あたり施設数 

現状   行田市 全国平均 

一般診療所  26 33.07 70.32 

(診療内科による分類)    

 内科系 18 22.90 45.51 

 外科系 9 11.45 19.15 

 小児科系 6 7.63 16.01 

 産婦人科系 0 0.00 3.71 

 皮膚科系 5 6.36 10.25 

 眼科系 6 7.63 6.32 

 耳鼻咽喉科系 3 3.82 4.51 

 精神科系 2 2.54 6.20 

病院 

 

内科・神経内科・

呼吸器科・消化

器科・循環器科 

2 2.54 6.30 

歯科  41 52.15 51.67 

薬局  33 41.98 49.26 

出典:日本医師会 地域医療情報システム 

行田市の病院病床 

一般病床 550 

精神病床 0 

療養病床 114 

結核・感染症病床 0 

出典:日本医師会 地域医療情報システム 

 

２ 初期救急の状況 

 

（１）休日急患診療事業 

①事業形態 
  行田市医師会へ委託 

＊１２月３１日から１月３日は６医療機関、それ以外は行田中央総合病院と行田総合病

院による輪番 
②診療日及び診療時間    

  日曜日、祝日、１２月３１日・１月１日・２日・３日  午前１０時～午後５時  
 ③令和７年度実施状況 
  診療日数７９日（延べ８１日） 受診者数 ３，８６２人 
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（２）年末年始休日歯科診療事業 

①事業形態 
   行田市歯科医師会へ委託 

②診療日及び診療時間 
   １２月３１日、１月２日・３日  午前１０時～正午 
 ③令和７年度実施状況 
   診療日数３日 受診者数 １３人 
 
（３）第二次救急医療体制 

①実施方法 
   行田市は、熊谷・深谷地区第二次救急医療圏（熊谷市・行田市・深谷市・寄居町）に属

し、圏域の病院群輪番制病院は①熊谷総合病院 ②熊谷外科病院 ③埼玉慈恵病院 ④

関東脳神経外科病院 ⑤行田中央総合病院 ⑥行田総合病院 ⑦佐々木病院 ⑧埼玉よ

りい病院 ⑨深谷中央病院の９病院である。 

このうち、行田市は市内の行田中央総合病院及び行田総合病院に対し、補助金を交付

する。（行田市としては２病院による輪番医体制） 

 ②診療日及び診療時間 

行田中央総合病院：木・金曜日及び第２土・日曜日 

行田総合病院  ：火・水曜日及び第３土・日曜日 

  診 療 時 間 ：平日・土曜＝午後６時～午前８時（夜間） 

           日曜日・祝日＝午前８時～午前８時（日中・夜間） 

          （12/29～31、１/2・3 は祝日扱い） 

③令和７年度実施状況 

 医療機関名 診療日数 診療患者数 

清幸会行田中央総合病院  143 日    357 人 

壮幸会行田総合病院  147 日 2,212 人 

合計  290 日 2,569 人 

 

（４）小児救急医療体制 

①実施方法 
   行田市は、熊谷・深谷、児玉地区第二次救急医療圏（熊谷市・行田市・深谷市・寄居

町・本庄市・上里町・上川町・美里町）に属し、壮幸会行田総合病院、深谷赤十字病

院、熊谷総合病院の３病院による輪番制である。 

②診療日及び診療時間 

熊谷保健所作成の小児救急カレンダーに基づき実施 

  診療時間：休日 午前８時から午後６時 

      夜間 午後６時から午前８時 

③診療実績 
 ①小児救急医療支援事業 



   対象医療機関：行田総合病院・深谷赤十字病院・熊谷総合病院 
   診療日数：延 438 日   診療患者数： 4,598 人 
 ②小児救急医療医師派遣支援事業 
   対象医療機関：深谷赤十字病院・熊谷総合病院 
   医師派遣数： 168 日    

 
（５）第三次救急医療運営費補助事業（公的病院等運営費補助金） 
  ①実施方法 

深谷赤十字病院の救命救急センターの運営費の補助を行う。 
実施主体：熊谷市・行田市・深谷市・寄居町・本庄市・上里町・神川町・美里町 

（救急入院・外来患者数の実績に基づく負担按分） 

 
３ 将来推計人口等 

 

（１）将来推計人口 

年齢階層 国勢調査 将来推計人口(国立社会保障・人口問題研究所 2023 年 12 月推計) 

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 

0～14 歳 8,242 6,926 5,711 4,958 4,573 4,153 3,649 

15～39 歳 18,464 16,218 14,815 13,226 11,607 9,993 8,677 

40～64 歳 26,813 25,484 23,739 21,438 18,192 15,941 14,316 

65 歳以上 25,098 25,852 25,623 25,355 25,468 24,690 23,338 

75 歳以上再掲 11,880 14,899 16,052 15,781 15,018 14,594 14,985 

総人口 78,617 74,480 69,888 64,977 59,840 54,777 49,980 

出典:日本医師会 地域医療情報システム 

（２）医療介護需要予測指数(2020 年実績＝100) 

 国勢調査 将来推計 

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 

医療 100 103 102 98 93 89 84 

介護 100 120 127 125 120 116 118 

※各年の需要量を以下で計算し、2020 年の国勢調査に基づく需要量＝100 として指数化    出典:日本医師会 地域医療情報システム  

・各年の医療需要量＝～14歳×0.6＋15～39 歳×0.4＋40～64 歳×1.0＋65～74 歳×2.3＋75 歳～×3.9 

・各年の介護需要量＝40～64 歳×1.0＋65～74 歳×9.7＋75 歳～×87.3 

 

（３）死因別死亡割合(2024 年) 

 死因 1 位 死因 2 位 死因 3 位 死因 4 位 死因 5 位 

行田市 悪性新生物 老衰 心疾患 肺炎 脳血管疾患 

出典:埼玉県「行田市の健康指数」 

 

















































































                  

           
            
           
             

           
         
         
        

        

            
            

   
   
   

      

      
      

        

      
      
      

      



        

         
       



  
           
    

     
    
   
  

    
   

          
          

   
     



                                          
                                          
                                          
                                          
                                          

                                                 

                   
                     



 

１．白岡市の医療機関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口10万人あたり施設数
現状 白岡市 埼玉県 全国平均
一般診療所 25 47.88 54.22 70.32
（診療科目による分類）

内科系 20 38.30 35.94 45.50
外科系 5 9.58 15.44 19.15
小児科系 9 17.24 14.43 16.01
産婦人科系 0 0.00 2.55 3.71
皮膚科系 5 9.58 9.76 10.25
眼科系 3 5.75 5.61 6.32
耳鼻咽喉科系 1 1.92 3.74 4.51
精神科系 0 0.00 4.98 6.18

病院 内科・神経内科・呼吸器科
・消化器科・循環器科 4 7.66 4.63 6.30

歯科 24 45.96 47.23 51.67
薬局 17 32.56 44.21 49.28

出典：日本医師会 地域医療情報システム

※2026年7月31日現在の地域内医療機関情報の集計値。人口10万人あたりは2020年国勢調査総人口で計算

地区別 岡泉 実ケ谷 千駄野 小久喜 上野田 下野田 爪田ケ谷 太田新井 彦兵衛 篠津 野牛 高岩 寺塚 白岡 白岡東 新白岡 西 柴山 荒井新田 下大崎
診療所 3 6 1 2 1 1 1 7 3
病院 1 1 1 1
歯科 3 8 1 1 1 1 2 4 2 1
薬局 3 5 1 1 2 4 1
合計 0 0 10 20 3 1 0 0 1 3 0 2 3 5 0 15 6 0 0 1

白岡市の病院病床 一般病床 精神病床 療養病床 結核・感染症病床

256
120

30 40
60
346 120 40 0

白岡中央総合病院
新しらおか病院
パーク病院
山王クリニック

合 計

（現状）
・市内には、病院及び診療所を合わせて２９の医療機関あるが、婦人科を扱っているところがない

・市内には、二次救急医療施設（病院群輪番制病院）が１施設（白岡中央総合病院）がある

（課題）
・医師不足の影響による婦人科を取り扱う医療機関がない
 →市内の病院に対し、婦人科診療の追加を要望する
・小児の休日診療体制が構築されていない
 →県内他市町の事例を調査し、体制の構築に向けた検討を進める
・診療所における、医師の高齢化・後継者不足が発生しており、将来的な医師不足が予想される
 →国・県に対して、医師不足解消に向けた取り組みの推進を機会を捉え要望する
・診療科目により、受診できるがん検診が限定される（婦人科検診）
 →近隣市の医療機関と契約による受診医療機関の拡大を図る

・地区別では診療所等がない地区があるが、病院が４施設（白岡中央総合病院、新しらおか病院、パーク病院、山
王クリニック）あり、人口10万人あたりの施設数は、埼玉県や全国平均を上回っている



 

２．初期救急の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度〜令和７年度
１．受診者の市内・市外の割合

合計
人数
（人）

割合
（％）

人数
（人）

割合
（％）

人数
（人）

令和元年度 272 63.7% 155 36.3% 427

令和２年度 181 57.5% 134 42.5% 315

令和３年度 171 58.2% 123 41.8% 294

令和４年度 148 54.0% 126 46.0% 274

令和５年度 278 70.6% 116 29.4% 394

令和６年度 357 60.8% 230 39.2% 587

令和７年度 189 67.3% 92 32.7% 281

２．診療科の割合

合計
人数
（人）

割合
（％）

人数
（人）

割合
（％）

人数
（人）

割合
（％）

人数
（人）

令和元年度 304 71.2% 53 12.4% 70 16.4% 427

令和２年度 203 64.4% 59 18.7% 53 16.8% 315

令和３年度 181 61.6% 59 20.1% 54 18.4% 294

令和４年度 198 72.3% 38 13.9% 38 13.9% 274

令和５年度 323 82.0% 33 8.4% 38 9.6% 394

令和６年度 473 80.6% 31 5.3% 83 14.1% 587

令和７年度 217 77.2% 29 10.3% 35 12.5% 281

３．年齢構成
合計

人数
（人）

割合
（％）

人数
（人）

割合
（％）

人数
（人）

割合
（％）

人数
（人）

割合
（％）

人数
（人）

令和元年度 0 0.0% 16 3.7% 30 7.0% 381 89.2% 427

令和２年度 1 0.3% 8 2.5% 14 4.4% 292 92.7% 315

令和３年度 1 0.3% 10 3.4% 13 4.4% 270 91.8% 294

令和４年度 0 0.0% 11 4.0% 17 6.2% 246 89.8% 274

令和５年度 1 0.3% 4 1.0% 15 3.8% 374 94.9% 394

令和６年度 0 0.0% 7 1.2% 13 2.2% 567 96.6% 587

令和７年度 0 0.0% 6 2.1% 15 5.3% 260 92.5% 281
（四捨五入により100%にならない場合があります。）

白岡市休日診療事業の実施状況

市内 市外

内科 外科 その他

乳児(０歳) 幼児(１〜５歳) ６〜１５歳 １５歳以上

（取組）
・日曜・祝日・年末年始（12月31日〜1月3日）
・午前9時〜正午
・内科のみ
・市医師会に休日診療事業を委託
・薬局の当番医制は実施なし

（課題）
・乳幼児の患者に対し、診断が困難なケースがある
・小児の休日診療体制の構築が必要



 

３．二次救急の状況 

 
第二次救急医療受診状況（東部北地区病院群輪番制病院） 

 期間：令和７年４月１日～令和８年３月３１日まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （東部北地区病院群輪番制病院運営費補助金） 

 ・救急車により直接搬送されてくる又はかかりつけの診療所など初期救急医療施設から転送されてくる重症救急患者

の受け入れ及び治療に関して、当該地区内において実施される病院群輪番制病院の運営に対し、地域住民の救急医

療体制を整備するための補助金 

・東部北地区では二次救急医療体制として、成人は９医療機関、小児は３医療機関が輪番病院として救急搬送者の受

け入れを実施 

 

 

 

【参考】第三次救急医療 

 ・第三次救急医療は、高度救命救急センター、救命救急センター及び小児救命救急センターが担っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療機関別受診者数（白岡市民のみ）
人数 うち小児 人数

栗橋病院 0 内科 79
済生会加須病院 65 50 小児科 398
白岡中央総合病院 85 外科 26
新久喜総合病院 96 整形外科 11
中田病院 1 脳外科 9
東埼玉総合病院 3 産婦人科 1
堀中病院 0 胃腸科 0
羽生総合病院 23 20 耳鼻咽喉科 1
蓮田病院 22 泌尿器科 3
土屋小児病院 349 349 眼科 0
合 計 644 419 皮膚科 0

その他 116
合 計 644

医療機関名 科目名
科目別受診者数（白岡市民のみ）

高度救命救急センター及び救命救急センター 小児救命救急センター

防衛医科大学校病院救命救急センター
川口市立医療センター救命救急センター
独協医科大学埼玉医療センター救命救急センター

埼玉医科大学総合医療センター小児救命救急センター
埼玉県立小児医療センター小児救命救急センター

さいたま赤十字病院救命救急センター高度救命救急センター

埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター
深谷赤十字病院救命救急センター

埼玉医科大学国際医療センター救命救急センター
自治医科大学附属さいたま医療センター救命救急センター
さいたま市立病院救命救急センター
埼玉病院救命救急センター
埼玉県済生会加須病院救命救急センター



 

４．将来推計人口等 

 

将来推計人口 （人）
国勢調査
2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

年少人口（0〜14歳） 6,503 6,285 5,990 5,776 5,733 5,637 5,444
生産年齢人口①（15〜39歳） 13,226 12,798 12,496 12,171 11,744 11,427 11,092
生産年齢人口②（40〜64歳） 17,700 17,852 17,707 17,192 16,005 15,445 15,063
高齢者人口（65歳以上） 14,785 15,516 16,053 16,619 17,587 17,735 17,796
後期高齢者人口（75歳以上：再掲） 7,508 9,238 9,985 10,002 10,051 10,360 11,313
総人口 52,214 52,451 52,246 51,758 51,069 50,244 49,395

出典：日本医師会 地域医療情報システム

医療介護需要予測指数（2020年実績＝100）
国勢調査
2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

医療 100 106 109 109 111 111 112
介護 100 119 127 128 130 133 143
※各年の需要量を以下で計算し、2020年の国勢調査に基づく需要量＝100として指数化 出典：日本医師会 地域医療情報システム

・各年の医療需要量＝〜14歳×0.6＋15〜39歳×0.4＋40〜64歳×1.0＋65〜74歳×2.3＋75歳〜×3.9

・各年の介護需要量＝40〜64歳×1.0＋65〜74歳×9.7＋75歳〜×87.3

死因別死亡割合（2024年）
死因1位 死因2位 死因3位 死因4位 死因5位

白岡市 悪性新生物 心疾患 老衰 肺炎 脳血管疾患
出典：埼玉県「白岡市の健康指数」

将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所2023年12月推計）
年齢階層

将来推計



１.宮代町の医療機関数

人口10万人あたり施設数
現状 宮代町 全国平均 地区別（診療所）
一般診療所 10 29.29 70.32 和戸駅周辺 中央地区 姫宮駅周辺

（診療科目による分類） 4 7 0
内科系 7 20.5 45.51
外科系 4 11.71 19.15
小児科系 4 11.71 16.01 地区別（歯科）
産婦人科系 0 0 3.71 和戸駅周辺 中央地区 姫宮駅周辺

皮膚科系 0 0 10.25 3 5 3
眼科系 2 5.86 6.21
耳鼻咽喉科系 0 0 4.51
精神科系 0 0 6.2

病院 0 0 6.3
歯科 11 32.21 51.67
薬局 12 35.14 49.26
（2026年8月５日現在の地域内医療機関情報の集計地。人口10万人あたりは2020年国政調査総人口で計算）
（日本医師会 地域医療情報システムから引用）

（現状）
・町内に病院はない。
・一般診療所は10施設（うち有床診療所は1施設）あるが、分娩を取り扱う診療所は無い。
・歯科診療所は各地区にあるが、姫宮駅周辺に診療所がない。
・日曜日に診療している診療所が1箇所みで、診療時間も午前のみである。
（課題）
・町内に病院がなく休日夜間診療を実施する医療機関もない→利根保健医療圏における広域的な
二次救急医療体制の確保
・町内における診療所の偏在→診療所の誘致、効率的な活用の検討
・診療所は医師1人体制のところが多く、医師の高齢化、将来的に医師不足が生じる→医師の確
保、かかりつけ医存続策の検討



（2026年8月５日現在の地域内医療機関情報の集計地。人口10万人あたりは2020年国政調査総人口で計算）
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１．杉戸町の医療機関数
 人口10万人あたり施設数 地区別（診療所）

現状 杉戸町 全国平均 中央 南 西 泉 東
一般診療所 15 34.21 70.34 9 1 5 0 0
（診療科目による分類） ※健康保険診療所等の2施設を除く

内科系 12 27.37 45.51
外科系 5 11.40 19.16 地区別（病院）
小児科系 4 9.12 16.10 中央 南 西 泉 東
産婦人科系 1 2.28 3.70 1 0 0 0 0
皮膚科系 3 6.84 10.22
眼科系 1 2.28 6.33
耳鼻咽喉科系 2 4.56 4.50 地区別（歯科診療所）
精神科系 2 4.56 6.15 中央 南 西 泉 東

病院
内科・神経内科・呼
吸器科・消化器科・
循環器科

1 2.28 6.32 8 0 7 1 0

歯科 16 36.49 51.85

薬局 13 29.65 49.21
（2026年6月16日現在の地域内医療機関情報の集計値。人口10万人あたりは2020年国勢調査総人口で計算）
（日本医師会 地域医療情報システムから引用）

杉戸町の病院病床
一般病床 0
精神病床 0
療養病床 37 ※慢性期の治療ステージにある方が長期にわたる療養を目的とした病床。

結核・感染症病床 0

（現状）
・町内の病院は、今井病院・療養病床のみ。
・一般診療所は15施設（うち有床診療所1施設）あるが、分娩を取り扱う診療所は無い。
・区域別では、東地区に診療所がなく、泉地区は歯科診療所が１施設、南地区も診療所が1施設と少
ない。

（課題）
・町内における診療所の偏在 → 診療所の誘致、交通手段の確保・効率的な活用方法の検討。
・町内の病院が1か所 → 利根保健医療圏における広域的な二次救急医療体制の確保
・分娩を取り扱う医療機関が無い → 実態を把握。支援の例：妊婦タクシー・陣痛タクシーの検討、
誘致補助金など
・診療所は医師1人体制のところも多く、医師の高齢化・後継者不足・将来的な医師不足
→ 診療所（かかりつけ医）存続策の検討の必要性。

・町民の疾病予防や早期発見・早期治療のためにも、特定健診やがん検診を身近な医療機関で受けら
れるよう、体制の充実を図る必要がある。



２．初期救急の状況

休日診療の状況
（日曜日・祝日・年末年始の9時から12時まで、通年で実施。）

R7 医療機関別実施日数と受診者数（令和7年4月〜令和8年3月）

日曜日 祝日 年末年始 受診者
（合計）

受診者
（うち杉戸町民）

今井病院 12 3 236 191
埼玉杉戸診療所 12 53 43
杉戸いわたけ眼科 5 25 20
山根医院 1 7 7
東埼玉総合病院 5 3 1 112 45
堀中病院 2 2 2 61 18
のうみクリニック 24 1,331 258
石塚医院 1 5 1

合 計 50 17 6 1,830 583

休日夜間診療の状況

医療機関別の実施日数と受診者数（令和7年12月7日〜令和8年3月15日）

日曜日 祝日 年末年始 受診者
（合計）

受診者
（うち杉戸町民）

堀中病院 7 2 2 14 5
東埼玉総合病院 8 1 2 5 1

合 計 15 3 4 19 6

小児休日診療の状況
（冬期｟12月〜3月｠限定。日曜日・祝日の9時から12時まで実施。12/31と正月以外。年間16日間）

医療機関別の実施日数と受診者数（令和7年12月29日〜令和8年3月15日）

日曜日 祝日 12/29.30 受診者
（合計）

受診者
（うち杉戸町民）

のうみクリニック 2 23 3
さって西クリニック 2 1 36 12
大空こどもクリニック 3 48 5
香日向クリニック 2 30 7
井上小児科皮フ科 1 2 68 33
高野台クリニック 1 1 21 8
堀中病院 1 2 1

合 計 11 3 2 228 69

（冬期｟12月〜3月｠限定。日曜日・祝日、12月31日、1月2日、1月3日の19時か
ら22時まで実施。年間22日間）

（現在の取組み）
・日曜・祝日・年末年始の診療を実施
・9時〜12時
・体制確保のため幸手市の医療機関の協力が必須
・薬局の当番医制は実施無し

（課題）
・急な体調不良の際に、住民に身近な町内で受診でき
るよう、全ての日程で町内医療機関で実施する体制の
確保
・需用の多い内科系医療機関の確保
・薬局の休日当番制についての検討

（現在の取組み）
・休日夜間診療の実施（冬期のみ・19時〜22時）
・幸手市・杉戸町で1か所
・幸手市との共同事業
（課題）
・利用人数が少ないことから、ニーズの実態把握や一
層の周知が必要

（現在の取組み）
・小児休日診療の実施（冬期のみ・9時〜12時）
・幸手市・杉戸町で1か所
・幸手市との共同事業
（課題）
・冬期限定であるが、年間での実施や１日あたりの
開設数について検討
・民間事業者によるオンライン診療活用の可能性を
検討



３．二次救急の状況

第二次救急医療受診状況（東部北地区病院群輪番制病院）
 期間：令和7年4月1日〜令和8年3月31日まで

医療機関別受診者数（杉戸町民のみ） 科目別受診者数（杉戸町民のみ）
医療機関名 人数 うち小児 医療機関名 人数

栗橋病院 1 内科 68
済生会加須病院 40 31 小児科 212
白岡中央総合病院 7 外科 34
新久喜総合病院 73 整形外科 10
中田病院 1 脳外科 31
東埼玉総合病院 156 産婦人科 0
堀中病院 9 胃腸科 46
羽生総合病院 4 2 耳鼻咽喉科 0
蓮田病院 1 泌尿器科 1
土屋小児病院 190 190 眼科 0
合 計 482 223 皮膚科 0

その他 80
合 計 482

（東部北地区 病院群輪番制病院等運営費補助金）
・救急車により直接搬送されてくる又はかかりつけの診療所など初期救急医療機関
から転送されてくる重症救急患者に対応するための医療機関を整備する制度です。
・東部北地区では二次救急医療体制として、成人は9医療機関、小児は3医療機関が
輪番病院として救急搬送車を受け入れています。

【参考】第三次救急医療
・第三次救急医療は、高度救命救急センター、救命救急センター及び小児救命救急
センターが担っています。

小児救命救急センター高度救命救急センター及び救命救急センター

埼玉県済生会加須病院救命救急センター

埼玉医科大学総合医療センター小児救命救急センター

埼玉県立小児医療センター小児救命救急センター

さいたま赤十字病院高度救命救急センター
埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター

深谷赤十字病院救命救急センター
防衛医科大学校病院救命救急センター
川口市立医療センター救命救急センター
獨協医科大学埼玉医療センター救命救急センター
埼玉医科大学国際医療センター救命救急センター
自治医科大学附属さいたま医療センター救命救急センター

さいたま市立病院救命救急センター
国立病院機構埼玉病院救命救急センター



４．将来推計人口等

将来推計人口 （人）
国勢調査

年齢階層 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年
年少人口（0〜14歳） 4,658 3,775 3,149 2,804 2,654 2,448 2,184

生産年齢人口①（15〜39歳） 9,805 9,205 8,593 7,853 6,860 5,991 5,203

生産年齢人口②（40〜64歳） 14,935 14,515 13,708 12,462 10,697 9,690 9,156

高齢者人口（65歳以上） 14,447 14,626 14,470 14,366 14,782 14,433 13,764

後期高齢者人口（75歳以上：再掲） 6,948 8,780 9,378 8,856 8,343 8,231 8,882

総人口 43,845 42,121 39,920 37,485 34,993 32,562 30,307
  出典：日本医師会 地域医療情報システム

医療介護需要予測指数（2020年実績＝100）

国勢調査
2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

医療 100 103 102 98 95 91 89

介護 100 121 127 121 115 114 120
※各年の需要量を以下で計算し、2020年の国勢調査に基づく需要量＝100として指数化   出典：日本医師会 地域医療情報システム

・各年の医療需要量＝〜14歳×0.6+15〜39歳×0.4+40〜64歳×1.0+65〜74歳×2.3+75歳〜×3.9

・各年の介護需要量＝40〜64歳×1.0+65〜74歳×9.7+75歳〜×87.3

死因別死亡割合（2024年）
死因1位 死因2位 死因3位 死因4位 死因5位

杉戸町 悪性新生物 心疾患 老衰 肺炎 脳血管疾患
  出典：埼玉県「杉戸町の健康指数」

将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所2023年12月推計）

将来推計


